


　

手
と
脳
の
関
係
か
ら
＝
手
は
露
出
し
た
脳

で
あ
り
、
手
と
関
係
が
深
い
脳
細
胞
の
量
は
、

近
年
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
脳
地
図
を
見
て

も
分
か
る
様
に
大
変
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
の
類
人
猿
か
ら
の
進
化
過
程
と
手

の
使
用
、
言
葉
の
獲
得
、
大
脳
の
新
皮
質
の

驚
異
的
な
発
達
は
相
関
し
て
い
ま
す
。
経
験

的
に
も
脳
の
緊
張
は
手
に
出
て
、
手
の
緊
張

は
脳
に
影
響
す
る
の
で
す
。
手
の
指
を
動
か

す
と
脳
全
体
の
血
流
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
古
来
「
印
」
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
ム
ド
ラ
と
は
梵
語
で
印
、
象
徴
、
封
印
、

印
契
な
ど
の
意
味
。
ル
ー
ツ
は
古
代
の
バ
ラ

モ
ン
僧
が
祈
り
の
時
に
用
い
た
所
作
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
舞
踊
で
も
様
々
な
意

味
を
象
徴
的
な
手
の
指
の
形
と
動
き
で
表
現

し
ま
す
。
６
、
７
世
紀
に
仏
教
で
は
イ
ン
ド

伝
統
宗
教
の
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
密
教
化

す
る
中
で
、
６
世
紀
に
は
数
少
な
く
20
程
度

だ
っ
た
の
が
、
１
世
紀
後
に
は
３
０
０
に
な

り
、
現
在
で
は
数
千
の
印
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ム
ド
ラ
に
は
体
全
体
を
使
う
も
の

と
、
手
指
の
組
み
方
を
中
心
に
し
た
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
体
の
形
や
手
指

の
形
を
あ
る
象
徴
的
な
形
に
保
つ
事
で
、
そ

の
形
が
も
た
ら
す
心
理
・
精
神
・
生
理
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
状
態
を
作
り
、
さ
ら
に
、
そ
の

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
定
の
状
態
に
保
ち
、

さ
ら
に
、
連
続
し
て
意
味
の
あ
る
形
を
と
っ

て
行
く
事
で
、無
意
識
・
潜
在
意
識
層
ま
で
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
を
目
的
と
し
ま
す
。

❷
ム
ド
ラ
は
観
念
の
自
己
化
と
い
う
意
味
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
諸
道
・
諸
芸
は
形
か

ら
入
れ
、
と
も
言
い
ま
す
が
、
合
掌
の
心
が

ま
だ
自
分
に
な
く
て
も
合
掌
の
形
は
可
能
で

す
が
、
合
掌
の
形
・
印
を
続
け
る
こ
と
で
、

だ
ん
だ
ん
合
掌
の
心
が
身
に
つ
い
て
き
ま

す
。
手
指
や
坐
法
を
目
的
に
合
わ
せ
た
形
に

組
む
こ
と
で
、
そ
の
観
念
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
の
で
す
。

❸
ム
ド
ラ
・
印
は
日
本
の
真
言
宗
で
は
90
種

類
以
上
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

は
、
手
指
の
組
み
方
、
呼
吸
、
坐
法
、
力
の

入
れ
方
、
観
念
の
持
ち
方
等
が
違
っ
て
、
用

途
も
異
な
り
ま
す
。

❹
ハ
タ
ヨ
ガ
、
ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
ヨ
ガ
で
は

ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
ム
ド
ラ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

文
献
＝
ハ
タ
ヨ
ガ
・
プ
ラ
デ
ィ
ピ
カ
。
ゲ
ー
ラ

ン
ダ
サ
ン
ヒ
タ
等
に
あ
り
。（
詳
細
略
）

　

手
指
は
露
出
し
た
脳
と
も
呼
ば
れ
る
様

に
、
手
指
と
脳
と
の
関
係
は
深
く
、
手
の
硬

い
所
を
解
す
と
脳
が
く
つ
ろ
ぐ
経
験
か
ら
も

分
か
る
様
に
、
手
指
を
通
し
て
脳
の
働
き
を

あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
密
教
で
は
「
九
字
切
り

護
身
法
」
の
様
に
各
種
の
印
を
精
神
的
、
霊

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手

段
と
し
て
い
ま
す
。

❶
バ
ン
ダ（Bandha
）〈
保
持
す
る
。
固
定
す

る
〉も
あ
る
状
態
を
保
持
す
る
ム
ド
ラ
で
す
。

の
ど（
ジ
ャ
ラ
ン
ド
バ
ン
ダ
）、
肛
門
（
ム
ー

ラ
バ
ン
ダ
）、
腹
（
ウ
デ
ィ
ア
ナ
バ
ン
ダ
）等

が
あ
り
ま
す
。

❷
ヨ
ガ
で
行
う
代
表
的
ム
ド
ラ
に
合
掌
の
ム

ド
ラ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
と
結
ぶ
、

陰
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
な

ど
様
々
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

即
ち
、
左
右
の
半
身
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の

質（
陰
陽
）の
氣
＝
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
て
お

り
心
身
の
異
常
状
態
は（
心
身
の
病
気
等
）

は
心
身
で
働
い
て
い
る
氣
の
質
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
に
あ
る
と
み
て
い
ま
し
た
。

・
左
手
や
左
半
身
は
陰
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
衆
生
・

自
分
・
汚
れ
な
ど
、

・
右
手
や
右
半
身
は
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
神

（
仏
）・
神
聖
な
る
も
の
、
相
手
、
清
浄
さ
な
ど
。

　

そ
れ
故
に
、
左
右
の
手
を
合
わ
せ
る
合
掌

を
し
て
い
る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
安
定
し
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
体
が
①
冷
え
た
状
態
、
熱
い

状
態
、②
心
が
緊
張
・
興
奮
し
て
い
た
り
、

弛
緩
・
落
ち
込
ん
で
い
た
り
、③
利
己
的
・
自

己
中
心
的
だ
っ
た
り
、
神
に
妄
信
的
だ
っ
た

り
狂
信
的
だ
っ
た
り
、
こ
う
し
た
心
身
の
異

常
・
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
状
態
を
調
和
す
る
力
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
す
。
実
際
に
合
掌
を

行
っ
て
い
る
と
、
怒
り
は
収
ま
り
静
ま
っ

て
、
落
ち
込
ん
だ
心
は
立
ち
上
が
っ
て
き
ま

す
。
身
体
の
不
調
も
良
く
な
っ
て
き
ま
す
し
、

利
己
的
な
心
が
浄
化
さ
れ
る
、
癒
さ
れ
る
等

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
合
掌
は
手
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
力
を
増
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

印や合掌から見る脳、心、身体

手のひらセルフケア協会 理事長

今回は、瞑想をするときなどに手指でつくる印や合掌の
意味をひも解くことで、龍村式指ヨガを行う私達が手指
を重要視する意味への理解を深めます。

龍村　修

手の指で形を作ると、
どんな影響があるのか

印や合掌から見る脳、心、身体
手の指で形を作ると、
どんな影響があるのか

ム
ド
ラ（m

udra

）
と
は
何
か

な
ぜ
手
指
を
使
う
の
か



　

た
だ
し
、
合
掌
で
も
基
本
は
胸
が
広
が
っ

て
呼
吸
し
や
す
い
身
体
の
状
態
で
な
い
と
、

合
掌
の
効
果
は
半
減
し
ま
す
。
背
筋
が
伸
び

て
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
胸
が
広
が
り

呼
吸
が
楽
で
、
い
わ
ゆ
る
生
理
的
に
も
心
理

的
に
も
安
定
し
て
く
る
姿
勢
で
行
う
の
が
基

本
で
す
。
人
類
に
は
共
通
の
祈
り
の
心
が
根

本
心
に
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
心
の
表
現
と
も

言
え
、
類
似
の
所
作
は
仏
教
と
関
係
な
く
世

界
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

智
恵
印
と
は
、
親
指
と
人
差
し
指
で
円
つ

く
り
、
他
の
三
指
を
伸
ば
し
ま
す
。
宇
宙
の

智
慧
が
自
分
に
生
じ
て
く
る
印
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
親
指
が
ブ
ラ
フ
マ
ン
、
人
差
し
指
が

ア
ー
ト
マ
ン
で
両
者
を
結
び
ま
す
。
そ
の
他

に
、
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
、
法
界
定
印
（
右
手
が

上
は
密
教
、禅
宗
は
左
が
上
）が
あ
り
ま
す
。

●
合
掌
行
法
の
例

　

合
掌
の
仕
方
の
例
を
あ
げ
ま
す
。
合
掌
の

仕
方
で
心
身
へ
の
影
響
が
異
な
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。

合
掌 

①（
心
身
統
一
力
の
基
本
を
身
に
つ
け
る
）

　

肩
首
の
力
は
抜
い
て
、
肘
を
背
骨
が
伸
び

る
高
さ
に
上
げ
て
水
平
に
張
り
、
両
掌
は
合

わ
せ
て
、
中
指
に
力
を
入
れ
、
鼻
先
か
ら
眼

の
高
さ
位
に
し
ま
す
。
肚
に
力
の
こ
も
っ
た

リ
ズ
ム
呼
吸
を
し
ま
す
。
そ
こ
に
目
的
と
す

る
も
の
（
例
え
ば
神
の
相
）
を
思
い
描
き
、

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

〈
効
果
〉
左
右
・
前
後
・
上
下
の
筋
肉
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
、
背
骨
も
正
常
に
保
た
れ
、

呼
吸
が
整
い
、
心
も
安
定
し
て
き
て
、
神
経

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
然
体
に
近
づ
い
て

行
き
ま
す
。

合
掌 

②（
氣
力
を
充
実
さ
せ
る
）

　

手
の
ひ
ら
を
合
せ
て
、親
指
を
自
分
の
方

に
水
平
に
向
け
、外
の
四
指
を
垂
直
に
立
て

て
合
わ
せ
、掌
下
部
を
少
し
あ
け
た
合
掌
に

し
ま
す
。膝
の
内
側
に
力
を
入
れ
力
強
い
呼

吸
に
し
ま
す
。肘
は
肩
先
よ
り
下
げ
て
、親
指

と
小
指
に
力
を
入
れ
ま
す
。
中
指
先
は
鼻
先

程
度
の
高
さ
に
し
ま
す
。
心
に
力
強
い
金
剛

菩
薩
の
姿
な
ど
を
描
き
、イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

〈
効
果
〉
親
指
と
小
指
に
力
を
入
れ
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
ま
す
か
ら
、
自
律
神
経
の
幅
を
拡

げ
ま
す
。

合
掌 

③（
観
念
を
自
己
化
す
る
暗
示
法
に
な
る
）

　

親
指
と
他
の
四
指
で
△
を
描
く
よ
う
に
指

を
合
わ
せ
、
合
掌
し
ま
す
。
肛
門
に
力
を
入

れ
た
深
い
呼
吸
に
し
ま
す
。
親
指
の
力
を
抜

い
て
、△
の
中
心
を
目
の
高
さ
に
保
ち
、
そ

の
△
の
中
に
目
的
物
を
描
き
ま
す
。
ロ
ウ
ソ

ク
の
火
に
集
中
す
る
、
神
の
相
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
く
な
ど
。

合
掌 

④（
心
身
を
く
つ
ろ
が
せ
、
柔
和
な
心
に
導
く
）

　

手
先
と
手
の
ひ
ら
の
下
部
だ
け
を
つ
け
、

中
央
部
を
あ
け
て
合
掌
し
ま
す
。
蓮
の
つ
ぼ

み
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と

し
た
呼
吸
を
お
こ
な
い
ま
す
。
人
差
し
指
の

み
に
力
を
入
れ
て
、
掌
中
央
部
の
空
間
に
、

柔
和
な
姿
、
例
え
ば
観
音
様
な
ど
を
描
き
イ

メ
ー
ジ
し
ま
す
。

合
掌 

⑤（
よ
り
固
い
意
志
で
、
左
右
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
び
ま
す
）

　

両
手
の
指
を
互
い
に
か
ら
ま
せ
て
、
合
掌

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
し
ま
す
。
ま
た

は
祈
り
の
言
葉
を
繰
り
返
し
ま
す
。
キ
リ
ス

ト
教
系
の
祈
り
の
時
に
よ
く
使
わ
れ
、
啓
示

を
受
け
や
す
い
合
掌
で
す
。

　

日
本
密
教
で
は
右
手
側
を
上
に
組
む
形
の

合
掌
を
金
剛
合
掌
と
し
て
い
ま
す
。
左
右
を

固
く
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
ほ
ど
け
に
く
い
こ

と
か
ら
、
神
格
と
強
く
結
ぶ
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
。

手
の
指
の
伝
統
的
理
解

　

手
指
を
重
層
的
に
日
・
印
・
中
の
伝
統
的
人
体
観

か
ら
見
て
み
る
と
、様
々
に
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
各
指
の
表
現
し
て
い
る
身
体
機
能
と
の

関
連
の
例
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

①
親
指
＝
副
交
感
神
経
と
関
連
。
血
液
の
成
分
と

血
行
。
意
志
力
、
脳
と
関
連
し
て
い
る
。
親
指
の

根
元
の
ふ
く
ら
み
を
こ
す
る
と
心
を
落
ち
着
か
せ

る
事
が
出
来
る
。
言
語
中
枢
に
も
関
係
し
て
い
る

の
で
、親
指
刺
激
が
言
語
障
害
の
克
服
に
役
立
つ
。

親
指
と
人
差
し
指
の
付
け
根（
合
谷
）と
い
う
ツ
ボ

刺
激
で
腸
・
肝
臓
を
刺
激
し
排
便
能
力
が
高
ま
る
。

頸
椎
４
番
の
神
経
と
関
連
。
脚
と
関
係
。
肺
経
。

〈
認
識
作
用
＝
識
〉：
空（
宇
宙
）

②
人
差
し
指
＝
栄
養
器
官
で
あ
る
肝
臓
・
胃
・
腸
・

膵
臓
・
脾
臓
と
関
連
が
あ
る
。右
手
の
人
差
し
指
は

肝
臓
、左
手
の
人
差
し
指
は
胃
と
関
連
。
過
食
時

は
左
人
差
し
指
が
固
く
な
る
。
腕
と
関
係
。
大
腸

経
。

〈
意
志
・
記
憶
＝
行
〉：
風
（
空
気
）

③
中
指
＝
循
環
器
系
の
心
臓
・
腎
臓
・
血
管
に
関
係
。

心
臓
の
急
な
異
常
感
が
生
じ
た
時
は
、左
中
指
の
真

下
、手
の
ひ
ら
の
中
央
を
押
す
と
収
ま
る
。背
骨
、

自
律
神
経
と
関
係
。
そ
れ
故
、
こ
の
指
に
力
が
こ

も
る
合
掌
を
し
た
り
、
印
を
結
ぶ
と
心
身
が
安
定

す
る
。

〈
表
象
作
用
＝
想
〉：
火（
体
の
熱
）

④
薬
指
＝
神
経
系
と
関
連
。
特
に
視
覚
中
枢
神
経

に
関
係
が
深
い
。癲
癇
や
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
有

る
場
合
に
、
薬
指
が
動
か
な
い
人
が
い
る
。
み
ぞ

お
ち
か
ら
臍
に
か
け
て
の
急
所
に
も
関
連
し
て
い

て
、
握
り
し
め
て
い
る
と
活
力
感
が
生
ま
れ
る
。
昔

か
ら
「
薬
指
」と
い
う
の
は
、「
元
気
」に
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
。
腕
と
関
係
。
心
包
経
。
三

焦
経
。

〈
感
受
作
用
＝
受
〉：
水（
体
液
＝
血
液
、リ
ン
パ
液
、

分
泌
液
）

⑤
小
指
＝
生
殖
器
、
肺
、
交
感
神
経
系
に
関
連
し

て
い
る
。小
指
を
つ
ね
に
曲
げ
て
い
る
人
は
怒
り
っ

ぽ
い
。
曲
が
っ
た
ま
ま
伸
び
な
い
人
は
、
同
側
の

肋
骨
や
腰
椎
に
異
常
が
あ
る
。

脚
と
関
係
。
心
経
。
小
腸
経
。

〈
物
質
・
肉
体=

色
〉：
地（
筋
肉
、
骨
）

●
イ
ン
ド
の
古
代
か
ら
の
指
の
象
徴
と
解
説

親
指
＝
普
遍
的
な
宇
宙
の
意
識
を
象
徴
。

　
　
　
ブ
ラ
フ
マ
ン
＝
宇
宙
、
梵
。

人
差
し
指
＝
個
我
、
ア
ー
ト
マ
ン
を
象
徴
。

中
指
＝
サ
ッ
ト
バ
（
純
粋
、
智
恵
、
平
和
、
微
細
で

　
　
　
軽
快
で
物
を
照
ら
し
表
す
力
）
を
象
徴
。

薬
指
＝
ラ
ジ
ャ
ス
（
行
為
、
活
動
、
激
情
の
傾
向
を

　
　
　
も
ち
、
他
を
活
動
さ
せ
る
力
）
を
象
徴
。

小
指
＝
タ
マ
ス
（
暗
愚
、
不
活
発
、
鈍
重
の
傾
向
を

　
　
　
も
ち
、
も
の
を
覆
い
隠
す
力
）
を
象
徴
。

残
り
の
指
を
三
つ
の
宇
宙
創
世
の
グ
ナ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
性
質
）
当
て
は
め
て
い
る
。

代
表
的
な
印
と
し
て
、

ヨ
ガ
で
よ
く
使
う
知
慧
印
の
意
味
と
は
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